
杉並第二小学校校舎改築基本方針（たたき台 比較表） 

 

改築基本方針（たたき台 前回） 改築基本方針（たたき台 今回） 

【ビジョン１】 

これまでの杉二小の伝統と特色を継承するとともに、高機能かつ多機能

で変化に対応できる学校づくりに取り組みます。 

 

＜目標＞ 

Ⅰ．多様な学びの場を備え、質の高い学習環境を備えた学校づくり 

 

 

 

 

≪取組≫ 

Ａ 一斉指導、ティームティーチング、個別・少人数指導、グループ学

習など多様な学習形態に対応できる施設を整備します。 

 

 

Ｂ 電子黒板やタブレット型情報端末などのＩＣＴ教育環境を充実さ

せ、児童が自ら考え、判断し、表現する力を育む施設とします。 

 

Ｃ ゆとりのある広さの校庭を設け、子どもたちが元気に遊べ、進んで

運動できる環境を整備します。 

 

【ビジョン１】 

多様な学びを支える質の高い学習環境を備えるとともに、将来の教育の

変化にも対応できる学校づくりに取り組みます。（修正） 

 

＜目標＞ 

Ⅰ．多様な学びの場を備え、質の高い学習環境を備えた学校づくり 

 

Ⅱ．将来にわたって使い続けられる柔軟で効率的な学校づくり（ビジョ

ン３ 目標Ⅳより移動） 

 

≪取組≫ 

Ａ 一斉指導、ティームティーチング、個別・少人数指導、グループ学

習、複数学年による学習等の活動及び児童の学習成果の発表などに対応

するなど、多様な学習形態に対応できる施設を整備します。（修正） 

 

Ｂ 情報活用能力を育成するため、ＩＣＴ教育環境を充実させた施設と

します。（修正） 

 

Ｃ ゆとりのある広さの校庭を設け、子どもたちが元気に遊べ、進んで

運動できる環境を整備します。 

 

Ｄ 将来の児童数や地域の施設ニーズの変化、新たな教育内容や教育方

法にも柔軟に対応できる施設計画とします。（ビジョン３より移動 一部

修正） 

 

【ビジョン２】 

善福寺川緑地等と隣接する敷地特性を生かし、周辺環境と調和し、安全・

安心で快適な生活空間としての学校をつくります 

 

 

＜目標＞ 

Ⅱ．安全・安心で快適な生活空間としての学校づくり 

 

Ⅲ．善福寺川緑地等の良好な周辺環境と調和した学校づくり 

 

≪取組≫ 

Ｄ 不審者の侵入防止などの安全対策を十分に講じるとともに、子ども

たちが子どもらしく伸び伸び過ごせる配置計画とします。 

 

Ｅ 敷地の外周道路の整備を通して地域安全性の向上を図り、安心して

子どもたちが通える学校づくりを進めます。 

 

 

 

 

Ｆ 子どもたちの環境教育にも活用できるエコスクールを基本とし、快

適で温もりのある施設とします。 

 

Ｇ 善福寺川緑地や善福寺川と近接する立地特性を踏まえ、環境に配慮

し、周辺環境と調和した景観形成に取り組みます。 

【ビジョン２】 

善福寺川緑地等と隣接する敷地特性を生かすとともに、周辺環境と調和

し、安全・安心で居心地の良い生活空間としての学校をつくります（修

正） 

 

＜目標＞ 

Ⅲ．安全・安心で居心地の良い生活空間としての学校づくり 

 

Ⅳ．善福寺川緑地等の良好な周辺環境と調和した学校づくり 

 

≪取組≫ 

Ｅ 不審者の侵入防止などの安全対策を十分に講じるとともに、子ども

たちが子どもらしく伸び伸び過ごせる配置計画とします。 

 

Ｆ 敷地の外周道路の整備を通して地域安全性の向上を図り、安心して

子どもたちが通える学校づくりを進めます。 

 

Ｇ 地震や水害等の災害に対し、十分な安全性を確保できる施設としま

す。（追加） 

 

Ｈ 子どもたちの環境教育にも活用できるエコスクール（※）を基本と

し、快適で温もりのある学校とします。 

 

Ｉ 杉二小の敷地の特性を活かしながら、周辺環境と調和した施設づく

りに取り組みます。（修正） 

 

 

資料２－２ 



【ビジョン３】 

地域最大規模の公共施設である点を踏まえ、可能な限り小学校・地域が

共用できる施設とするとともに、将来にわたって共存し続けられるよう、

柔軟で効率的な施設とします。 

 

＜目標＞ 

Ⅳ．将来にわたって使い続けられる柔軟で効率的な学校づくり 

 

Ⅴ．地域とともに歩む公共空間として、地域の活動を支援する学校づく

り 

 

Ⅵ．地域の防災拠点としての十分な機能を備えた施設整備 

 

 

≪取組≫ 

Ｈ 敷地の与条件（敷地内に段差がある点など）を踏まえるとともに、

今後約８０年以上使い続けられる施設であるために、将来の児童数や地

域の施設ニーズの変化等にも柔軟に対応できる施設計画とします。 

 

Ｉ 学校と地域のつながりを重視した諸室を設置します。 

 

Ｊ 学童クラブの配置と小学生の放課後等居場所事業の実施し、放課後

等に子どもたちが安心して過ごせる居場所を提供します。 

 

Ｋ 地域の活動を支援するため、学校を地域開放できるようセキュリテ

ィにも配慮し、動線やゾーニングに十分な配慮を行います。 

 

 

 

Ｌ 成田西災害備蓄倉庫や広域避難場所である善福寺川緑地と隣接して

いる環境を考慮し、関係機関と連携し、検討を進めます。 

 

Ｍ 地域の防災拠点として必要な防災設備を整備します。 

 

【ビジョン３】 

杉二小の伝統と特色を継承するとともに、地域最大規模の公共施設であ

る点を踏まえ、学校と地域が共用できる施設とします。（修正） 

 

 

＜目標＞ 

（ビジョン１に移動） 

 

Ⅴ．地域とともに歩む公共空間として、地域の活動を支援する学校づく

り 

 

Ⅵ．地域の防災拠点としての十分な機能を備えた施設整備 

 

 

≪取組≫ 

（ビジョン１の取組に移動） 

 

 

 

Ｊ 学校と地域のつながりを重視した諸室を設置します。 

 

Ｋ 学童クラブの配置と小学生の放課後等居場所事業を実施し、放課後

等に子どもたちが安心して過ごせる居場所を提供します。 

 

Ｌ 地域の活動を支援するため、学校を地域開放できるようセキュリテ

ィにも配慮し、動線やゾーニングに十分な配慮を行います。 

 

Ｍ サイン計画等を含め、多様な利用者に配慮した施設設計とします。

（追加） 

 

Ｎ 成田西災害備蓄倉庫や広域避難場所である善福寺川緑地と隣接して

いる環境を考慮し、関係機関と連携し、検討を進めます。 

 

Ｏ 地域の防災拠点として必要な防災設備を整備します。 

 


